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1 0

月
1 7

日
、
山
形
県
社

会
保
障
推
進
協
議
会
は
、

山
形
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
に
対
し
て
、
制

度
実
施
に
あ
た
っ
て
の
要

請
を
行
い
、
日
本
共
産
党

県
議
団
も
同
席
し
ま
し
た
。

要
請
書
は
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
中
止
・
撤

回
を
国
に
要
望
す
る
こ
と

を
始
め
と
し
て
、
保
険
料

設
定
、
保
険
証
の
交
付
、

健
診
の
あ
り
方
な
ど
８
項

目
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

山
形
県
後
期
高
齢
者
広

域
連
合
は
、
佐
藤
吉
幸
事

務
局
長
ら
が
応
対
し
、
現

在
の
状
況
に
つ
い
て
説
明

し
答
え
ま
し
た
。

「
制
度
は
、
0 8
年
４
月
ス

タ
ー
ト
と
な
っ
て
お
り
、

一
部
凍
結
の
報
道
も
あ
る

が
、
現
在
、
国
か
ら
の
具

体
的
な
指
示
は
な
く
、
予

定
通
り
進
め
て
い
る
」
「
県

内
の
制
度
対
象
者
は
約
1 8

万
人
弱
く
ら
い
。
新
た
に

保
険
料
徴
収
の
対
象
と
な

る
被
保
険
者
は
約
４
万
人

前
後
と
見
て
い
る
」
「
保
険

証
の
交
付
に
つ
い
て
、
一

律
に
滞
納
を
理
由
に
し
た

取
り
あ
げ
（
資
格
証
明
書

発
行
）
は
し
な
い
。
権
限

は
広
域
連
合
に
あ
る
が
、

窓
口
は
市
町
村
に
な
る
の

で
、
相
談
・
対
応
を
充
分

し
て
も
ら
い
た
い
」
「
健
診

は
や
る
方
向
だ
が
、
財
源

に
つ
い
て
課
題
で
あ
り
協

議
中
で
あ
る
」
と
し
て
い

ま
す
。
保
険
料
試
算
に
つ

い
て
は
、
明
ら
か
に
し
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
1 1

月
3 0

日
開
催
予
定
の
広
域
連
合

議
会
で
、
内
容
や
保
険
料

に
つ
い
て
提
案
さ
れ
、
決

定
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。
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11
月
の
県
議
会

決
算
審
議
が
行
わ
れ
ま
す

県
議
会
９
月
定
例
会
は
1 0

月
５
日
閉
会
し
ま
し
が
、

0 6

年
度
決
算
議
案
が
上
程
さ
れ
、
閉
会
中
の
1 0

月
3 1

日
、
1 1

月
１
日
に
各
分
科
会
が
、
1 1

月
２
日
に
は
決

算
特
別
委
員
会
が
開
か
れ
、
審
議
さ
れ
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
閉
会
中
の
委
員
会
開
催
と
し
て
、
1 1

月
1 3

日
に
は
各
常
任
委
員
会
、
1 4

日
に
は
各
特
別
委
員
会

が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

は
、
ま
だ
よ
く
知
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。
年
内
に
は
、

制
度
内
容
を
知
ら
せ
る
全

戸
配
布
が
な
さ
れ
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
個

別
世
帯
へ
の
保
険
料
通
知

は
、
制
度
実
施
の
４
月
に

な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

現
在
、
国
で
は
、
新
た

に
保
険
料
徴
収
と
な
る
高

齢
者
に
つ
い
て
徴
収
を
凍

結
す
る
と
い
う
議
論
が
出

て
い
ま
す
が
、
制
度
自
体

は
来
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。

全
国
の
自
治
体
で
不
安

が
次
第
に
広
が
り
、
国
に

制
度
の
見
直
し
や
撤
回
を

求
め
る
意
見
書
が
二
百
以

上
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

広
域
連
合
は
、
県
内
全

自
治
体
参
加
で
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
日
本
共
産

党
の
県
内
自
治
体
の
議
員

も
署
名
や
宣
伝
活
動
に
取

り
組
み
は
じ
め
て
い
ま
す
。

様
々
な
意
見
の
違
い
は

あ
っ
て
も
、
「
制
度
の
四

月
実
施
は
中
止
を
」
の
声

を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

日
本
共
産
党
は
制
度
の
撤

回
・
廃
止
を
求
め
て
い
ま

す
。

1 0

月
1 4

日
、
第
3 8

回
山

形
県
母
親
大
会
が
寒
河
江

市
で
開
催
さ
れ
、
私
も
参

加
し
ま
し
た
。
午
前
中
は
、

テ
ー
マ
ご
と
に
各
分
科
会

や
講
座
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
開

催
さ

れ
、
午

後
は

「
九
条
の
会
」
事
務
局
長
の

小
森
陽
一
さ
ん
の
記
念
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

私
は
食
と
農
を
考
え
る

分
科
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

輸
入
農
産
物
が
多
い
現
状

の
中
で
、
地
産
地
消
の
重

要
性
、
家
庭
の
食
生
活
の

あ
り
方
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

農
家
の
お
母
さ
ん
が
米
価

下
落
や
現
状
を
述
べ
、
「
作

る
意
欲
が
な
く
な
っ
て
し

ま
う
」
と
訴
え
て
い
た
の

が
心
に
ひ
び
き
ま
し
た
。

午
後
の
講
演
で
は
、
草

の
根
の
「
九
条
の
会
」
の

運
動
が
い
か
に
世
論
を
広

げ
て
き
た
か
励
ま
さ
れ
る

内
容
で
し
た
。

約
４
８
０
人
の
参
加
し

た
女
性
た
ち
の
日
頃
の
思

い
や
、
平
和
へ
の
行
動
の

熱
意
が
あ
ふ
れ
る
大
会
で
、

私
も
多
く
の
元
気
と
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

県
母
親
大
会
参
加

女
性
パ
ワ
ー
い
っ
ぱ
い


